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１．素形材人材育成事業 

 

素形材産業に携わる技術者等を対象に研修、セミナーを開催した。素形材技術研

修講座と素形材技術セミナーについては、研修事業推進のため素形材技術研修委

員会において、研修計画の企画・立案、テーマの選定及び講師の人選等を行った。

また、素形材経営セミナーを開催した。 

なお、基本的にオンライン形式で開催し、一部研修講座を参集式で実施した。 

 

（１）素形材技術研修講座の実施 

素形材産業を取り巻く経営環境は、ユーザからのニーズが高品質、低価格、高機

能、短納期等多様化する一方、従業員の高齢化、少子化による後継者難が進み、特

に中小企業においては技術、技能の継承が危ぶまれている状況にある。これらに対

処するため主として現場経験３～５年程度の技術者や技能者を対象として、正し

い理論に裏付けられた素形材技術の研修講座を実施した。 

令和７年度は、延べ２４日間(１２２時間)にわたって８講座を開催し、受講者は

延べ１７６名であった。 

① 球状黒鉛鋳鉄(含むＣＶ黒鉛鋳鉄)の生産技術 ３日間 

② 消失模型鋳造法              ２日間 

③ 鋳鉄の基礎と応用             ３.５日間 

④ 軽合金鋳物の生産技術           ３日間 

⑤ 鋳型の生産技術              ２.５日間 

⑥ 鋳鉄の鋳造方案技術            ２.５日間 

⑦ 鋳鉄の生産技術              ４日間 

⑧ アルミニウムダイカストの生産技術     ３日間 

 

（２）素形材技術セミナーの開催 

素形材産業に携わる中堅以上の技術者を対象として、最近各業界で話題となっ

ているテーマについて、数名の講師による講演で構成する素形材技術セミナーを

開催した。セミナーは、鋳造関係３テーマ、金属プレス関係１テーマ、横断的分野

１テーマを取り上げて開催（計５回）し、参加者は延べ１１８名であった。 

① 「役に立つ！！鋳鉄品の品質管理と品質保証」 

―不良品対策をする前に知っておくべきこと― 

② もう一度学ぶ！！ 材料力学基礎 

③ 鋳鉄品の鋳造欠陥現象における真の原因追求とその対策 

④ 鋳造欠陥における「新なぜなぜ分析手法」と実際の現場での活用事例の演習 

⑤ 成功事例から学ぶ「中小製造業のＤＸの進め方」 金属プレス加工のデジタ

ルトランスフォーメーション（ＤＸ）・第４弾  
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（３）素形材経営セミナーの開催 

素形材企業経営の最前線にいる経営者を対象に、下記２件の素形材経営セミナー

（Webセミナー）を開催した。 

 

１件目は『素形材産業を取り巻く経営環境の変化への対応 ２０２５素形材産業

ビジョンの解説と、挑戦する企業の取組事例』と題し、経済産業省が策定した「素形

材産業ビジョン」を解説するとともに、同ビジョンにおいて「前向きな挑戦を行う素

形材企業」として紹介された企業のうち２社に講演いただいた。参加者は４４名であ

った。 

講演題目は以下の通り 

① ２０２５年版「素形材産業ビジョン」の策定について 

② 新技術で人と市場を惹きつける企業づくり 

③ 残りも地獄、行くも地獄なら、行ってみた中小企業の海外展開 

 

２件目は『素形材産業のＤＸへの選択肢』と題して、中小素形材企業がＤＸを推進

する際に直面する課題と、その解決に向けた具体的な対応について３件の事例を講

演いただいた。参加者は３６名であった。 

講演題目は以下の通り 

① ＩｏＴＧＯの開発と活用による生産性向上/導入事例紹介 

② 熟練者が持つ品質安定化技能をＡＩで再現する必要性とその成果事例 

③ 可視化で“違い”が分かる 

～設備・品質トラブルを未然に防ぐ。現場で始める予兆検知～ 
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２．素形材普及啓発事業 

 

２－１ 素形材情報収集発信事業 

素形材産業を取り巻く環境の変化に的確に対応するため、企業経営、技術、情報

化、国際動向等の経営革新に資する経営情報及び技術情報を収集し、ホームページ、

「メルマガ 素形材」及びインスタグラムの発信などを通して、アップ・ツー・デ

ートの情報を素形材産業の技術者、経営者等に広く提供した。 

併せて、素形材情報出版事業として月刊情報誌「素形材」及び「素形材年鑑」を

発行した。 

 

（１）月刊情報誌「素形材」の発行 

国内外の素形材に関する諸情報をその時々の問題意識や実情に即した内容で平

易に解説する月刊情報誌「素形材」を１２号編集・発行した。なお、本誌は、下記

に示す特集のほか、経済産業省素形材産業室による政策ＴＲＥＮＤ、シリーズ（素

形材の産学連携)、技術ＴＲＥＮＤ及びＴＯＰＩＣＳ並びに文献速報及び素形材工

業生産統計などで構成している。 

①令和７年４月号 

〇特集 ２０２４日本ダイカスト会議に見るダイカスト関連最新技術 
・２０２４年日本ダイカスト会議・展示会レポート 

・大型のダイカスト金型に適した高靭性鋼 

・ダイカスト金型用高性能コーティングの特性と応用 

・鋳巣発生に及ぼすダイカストの鋳造圧力伝達挙動 

・ＣＮに貢献するダイカスト生産ライン 

・型締力による圧縮ダイカスト法の開発 

・アルミダイカスト部品の『巣のないダイカスト』の量産化に向けた取り組み 

②令和７年５月号 

○特集 令和６年の素形材産業年報 
次の１１分野(鋳造は、銑鉄鋳物、鋳鋼品、銅合金鋳物、アルミニウム鋳物、ダイカス

ト、精密鋳造の６分野に細分。) について、各分野における最新の産業動向、技術・研

究動向等を紹介した。 

「素形材産業」「鋳造」「鍛造」「プレス加工」「粉末冶金」「型」「金属熱処理」「工業炉」

「ＡＭ(付加製造)」「エンジニアリングプラスチック」「ファインセラミックス」 

③令和７年６月号 

〇特集 カーボンニュートラル社会における鍛造技術 
・カーボンニュートラル社会における鍛造技術 

・多品種少量生産向けのハイテン成形用型材の開発 

・精密鍛造と圧延を組み合わせた深穴角筒容器の成形 

 －余肉付き前方押出しによる薄肉角筒容器成形の解析と実験検証－ 

・冷間鍛造における化成皮膜処理を代替する素材ウェットブラスト 

＋環境対応型潤滑処理 

④令和７年７月号 

○特集 熱処理におけるカーボンニュートラルへの取組み 
・工業炉の脱炭素化を目指す産学官の戦略的取組 

・鉄鋼の表面硬化処理の高度化に向けた高温窒化処理・ポスト熱処理における組織制御 
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・各種センサを使った雰囲気制御によるガス窒化・ガス軟窒化・浸窒焼入れ・ガス浸炭 

窒化 

・耐水素脆化性を有する低Ｎｉオーステナイト系ステンレス鋼の合金設計 

⑤令和７年８月号 

〇特集  素形材に付加価値をつける工作機械／技術 
・絶えず進化するＮＣ(Ａｒｕｍａｔｉｋ－Ｍｉ)とトランスフォーム可能な機械 

・「省スペース・高効率化」を実現するＢＴ３０マシニングセンタの進化 

・大型素形材加工に新たな価値を創造する門型マシニングセンタ「ＨＦ－ⅯⅡ」の開発 

・高い生産性と長時間安定稼働を実現する横型マシニングセンタ『ＭＡ－４０００Ｈ』 

・超高速電動主軸 マザック ウルトラスピンドル 

・三菱電機ワイヤ・レーザ金属３Ｄプリンタの造形品質保証向け機能と最新造形事例 

・次世代の立形マシニングセンタ『Ⅴ３００』が実現する高付加価値な金型加工 

⑥令和７年９月号 

〇特集 鋳造業の新たなるビジネス展開 
・鋳造業が抱える課題と今後の期待 

・鋳造プロセス革新と「かたちづくり」概念の確立 

・鋳物に魂を込める－株式会社太田鋳造所の１０２年と新たな挑戦－ 

・持続可能な素材メーカーを目指した様々な挑戦 

・オーステンパ球状黒鉛鋳鉄の生産拡大への挑戦 

・鋳鍛鋼の革新と新報国マテリアルの新たな挑戦 

・「価格競争」から「価値共創」へ 

⑦令和７年１０月号 

〇特集 素形材企業が実践する人材確保の現状と展望 
・素形材産業の人材について 

・外国人育成就労制度について 

・高等教育機関で輩出される素形材人材の役割とその人材確保の一提案 

・高等教育機関で輩出される素形材人材 

・デジタル化と魅せる現場で引っ張る―素形材業界の人材確保革命 

・３Ｋ、ＫＫＤの町工場で、若手採用を成功させるには 

・従業員の安心の追求による事業の充実 

・人を“人材”ではなく“人間”として尊重するところからはじめることの大切さ 

・少人数零細金型工場が故の理想と現実 

・“恩送り”の職場づくり－サンワ金型の人材戦略 

⑧令和７年１１月号 

〇特集 大学・公設研における最新の金型技術開発 
・二段パルスめっきによるクロムめっきのクラックフリー化 

・ダイカスト金型の冷却能力に及ぼすＵＦＢの影響 

・ランナーリサイクルのための断熱金型の開発 

・炭素イオン流蒸着による超硬質３次元ナノ表面改質技術 

・管材の管端増肉加工に関する研究 

・ＡＩの陽極酸化による透明金型の作製 

・表面機能を転写する微細構造付き金型 

⑨令和７年１２月号 

○特集 「素形材月間」報告 
・令和７年度 素形材月間記念式典の概要報告 

・第４１回素形材産業技術賞 

【中小企業庁長官賞】 
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過飽和炭素固溶化処理工具鋼型によるチタン眼鏡フレームの凝着フリー・ドライ 

冷間加工の開発 他 

・第２回素形材産業経営賞 

【経済産業大臣賞】 

キュポラ用石炭コークスのカーボンニュートラル燃料全量転換の取り組み 他 

・第６３回素形材産業優良従業員表彰 

⑩令和８年１月号 

○特集 わが社の素形材新技術／新商品 
・鋳造 ・ダイカスト ・金型／型製作 ・工業炉 ほか 計１５テーマを掲載 

⑪令和８年２月号 

〇特集 自動車の電動化で素形材はどう変わる（Ⅱ） 
・乗用車を中心とした地球環境問題への最近の対応状況と素形材への期待 

・自動車の電動化とアルミニウム合金ダイカストの最新状況 

・自動車の電動化と鉄系鋳物 

・商用車のカーボンニュートラル戦略と素形材産業への影響 

・電動車駆動モータにおける素形材加工技術 

⑫令和８年３月号 

〇特集 積層造形の素形材への展開 ～金型加工への応用～ 
・積層造形から金属３Ｄプリンタ（ＡＭ）へ、その利点と課題 

～金型への適用などを事例として～ 

・３Ｄプリンタ（ＡＭ）を利用したダイカスト金型の活用 

・拡散接合積層金型における異種金属接合技術と熱制御特性 

・金属材料を用いる付加製造と各種金型への適用 

 

（２）「素形材年鑑」の発行 

鋳造品、鍛造品、金属プレス加工品、粉末冶金製品及びこれらの関連品目である

金型、金属熱処理加工、鋳造機械、鍛圧機械、ロール、バルブ、管継手、作業工具

の生産動向等をとりまとめた令和６年（２０２４年）版「素形材年鑑」（昭和５９

年版以来４１回目）を令和７年１１月に発行した。 

年鑑は、国内統計、海外統計、参考統計で構成している。国内統計は、素形材産

業の概況及び素形材品目毎の用途別生産量、生産額等を、海外統計では国別の素形

材品目別生産量等を、参考統計では業種別の売上高及び営業費用、業種別従業員規

模別工場数等を収録した。 

 

（３）「メルマガ 素形材」の配信 

素形材及び素形材産業の普及啓発を図るため、素形材センター事業トピックス、

素形材センター出版事業情報、素形材業界関連（募集・トピックス）、素形材産業

政策関連（募集・トピックス）などを内容とした「メルマガ 素形材」を令和７年

度は臨時号を含め計２９回配信した。 

 

２－２ 素形材月間普及事業 

平成７年度から毎年１１月を「素形材月間」として、①素形材産業の活性化、②

素形材さらにはものづくりに対する一般の理解向上を目的に素形材月間事業を開
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始した。この事業は１１月の１ヶ月間に多くの「素形材に関する催し」を、素形材

関係団体の協力を得て集中的に実施し、所期の目的を達成しようとするものであ

る。 

令和７年度の素形材月間のサブタイトル（標語）は、昨年に引き続き「素形材 

くらしと未来を形づくる」とした。その中で素形材センターは、「素形材月間記念

式典」及び「素形材産業貢献表彰」を実施するとともに、広く一般の理解向上を図

るため、ポスターの作成・配布、展示等の事業を行った。 

 

素形材月間推進協議会構成団体 

鋳型ロール会、（一社）日本金型工業会、日本木型工業会、 

日本金属継手協会、（一社）日本金属熱処理工業会、 

（一社）日本金属プレス工業協会、（一社）日本工業炉協会、 

（一社）日本ダイカスト協会、日本ダイカストマシン工業会、 

（一社）日本鍛圧機械工業会、（一社）日本鍛造協会、 

（一社）日本鋳造協会、（一社）日本鋳鍛鋼会、（一社）日本バルブ工業会、 

日本粉末冶金工業会、（一社）日本マグネシウム協会、 

（一財）素形材センター、経済産業省製造産業局素形材産業室 計１８団体 

 

（１）「素形材月間」の普及 

素形材月間事業は、素形材関連団体を構成員とする「素形材団体交流委員会」を

設置し、事業の企画、推進に当たっている。また、令和６年度においては、「素形

材月間推進協議会」を設置し、第３０回の記念行事として特別展示を行った。 

令和７年度の素形材団体交流委員会は計４回開催した。６月６日に事業計画を

作成し、９月１６日には、素形材月間期間に実施するイベント及び素形材産業貢献

表彰の受賞候補者について報告した。また、１２月５日には、令和７年度素形材月

間事業の結果報告を行った。令和８年３月６日には、次年度事業計画案を検討した。 

また、令和７年度は、臨時の素形材団体交流委員会をオンライン形式で２回開催

し、経済産業省から、米国の関税措置に関する状況、素形材適正取引ガイドライン、

自主行動計画の改訂など取引適正化に関する最新施策の情報提供をいただいた。 

 

（２）「素形材月間記念式典」の開催 

第３１回素形材月間記念式典を１１月７日(金)に機械振興会館大ホール(東京

都港区)で開催した。 

式典は、素形材センター会長挨拶、来賓祝辞、素形材産業貢献表彰、受賞者プレ

ゼンテーション、祝賀パーティーの構成で実施した。今年度は、昨年度に引き続き

受賞者による受賞技術・取組に関するプレゼンテーションを７テーマ行った。 

 

（３）展示会への参加 

   経済産業省ロビー展示 

素形材及び素形材産業の周知を目的として、経済産業省本館ロビーにおいて、
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令和７年度の素形材産業技術賞及び素形材産業経営賞の受賞展示を行った（実

施期間：令和７年１１月１１日～１１月２８日）。展示内容は、受賞技術及び

取組内容を紹介したパネル、受賞技術を用いた素形材製品及びビデオによる受

賞技術に関する動画（工法紹介、製造風景、装置の稼働など）等とした。 

 

＜第３１回素形材月間ポスター＞ 

 

 

２－３ 素形材産業顕彰事業 

素形材産業顕彰事業として実施した表彰は、素形材産業技術賞、素形材産業経営

賞、及び素形材産業優良従業員表彰の３つである。受賞技術及び取組み等は、月刊

情報誌「素形材」及びホームページ等で紹介し、素形材産業の発展を促進した。 

 

（１）「第４１回素形材産業技術賞」表彰の実施 

優秀な素形材産業技術の開発等により、我が国素形材産業の技術水準の進歩向上

に著しく貢献した技術の開発者を表彰するもので、令和７年度は審査の結果、次の

１６件の開発者を受賞対象とした。また、（一財）産業デザインからの助成を受け

て、素形材センター会長賞以上の受賞者の中から中小素形材企業の経営者を表彰す
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る「産業デザイン財団賞」を３名に授与した。 

 

受賞技術と受賞者は次のとおりである。 

① 中小企業庁長官賞(１件) 

☆開発技術名：過飽和炭素固溶化処理工具鋼型によるチタン眼鏡フレームの 

凝着フリー・ドライ冷間加工の開発 

開発代表者：増永眼鏡(株)   木原 武志 

共同開発者：表面機能デザイン研究所(合) 相澤 龍彦 

      国立大学法人富山大学  白鳥 智美 

増永眼鏡(株)   増永宗大郎、山本 辰也、 

      谷  茂則 

 

② 経済産業省製造産業局長賞(２件) 

☆開発技術名：大型ダイカストに対応したコンパクトな省燃費アルミニウム 

溶解保持炉の開発 

開発代表者：いすゞ自動車(株) 塩谷  聡 

共同開発者：いすゞ自動車(株) 佐藤 智治、和田 淳一 

      (株) 宮本工業所  青木 公俊、松井 仁嗣 

          互交産業(株)   井浦 茂一 

 

☆開発技術名：高剛性・高精度な加工を実現する高速自動プレスの開発 

開発代表者：(株)アイシス 内藤 良彦 

共同開発者：(株)アイシス 小酒井一雄、岩田 章洋、村松 茂文、 

              佐野  勲 

 

③ 一般財団法人素形材センター会長賞(６件) 

☆開発技術名：超薄型家電用モータの実現に貢献する粉末プレスによる 

両ツバ付き鉄心の一体成形技術の開発 

開発代表者：住友電工焼結合金(株) 平尾 祐樹 

共同開発者：住友電工焼結合金(株) 栄田 壮亮、齋藤 達哉、 

廣野 伸一、原田 耕治 

奥野 麗子 

 

☆開発技術名：油圧制御と金属の弾性変形を活用した金型加工時の 

水平出し高効率化治具の開発 

開発代表者：七宝金型工業(株) 松岡 寛高 

共同開発者：七宝金型工業(株) 鬼頭 房臣、堀  裕生、野場 純一 

 

☆開発技術名：パルス幅変調制御を用いた噴水焼入れ技術の開発 

開発代表者：日本製鋼所М＆Ｅ(株) 齊藤 数馬 
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共同開発者： (株) 日本製鋼所    田中 慎二 

          日本製鋼所М＆Ｅ(株) 小林 幸義、熊谷 保之 

 

☆開発技術名：アルミニウムダイカストによるＰＨＶ用ＥＡ機能付 

バッテリーケース一体成形技術の開発 

開発代表者：リョービ(株) 平林  晋 

共同開発者：リョービ(株) 石黒 裕紀、赤木 宏行、清水雄之祐 

          リョービミラサカ(株) 藤定 卓郎、重森 保茂 

 

☆開発技術名：高剛性・高充填力を有するギガキャスト用超大型 

ダイカストマシンの開発 

開発代表者：ＵＢＥマシナリー(株) 梅木  賢治 

共同開発者：ＵＢＥマシナリー(株) 實安 洋平、鹿田 昌稔、 

白石 裕輝、阿座上 諒 

                     品田  忠 

 

☆開発技術名：鉄－アルミ塑性流動接合技術の開発とパワートレイン部品 

への実用化 

開発代表者：ヤマハ発動機(株)  高遠 将史 

共同開発者：ヤマハ発動機(株)  牧瀬 芳輝、岩片 拓郎、中澤 剛晶、 

杉山 晴彦、鈴木 繁之 

          (株)協和アルテック 高橋 竜三 

 

④ 奨励賞(７件) 

☆開発技術名：脱炭素社会に先駆けた素形材工程での水素バーナーの 

       量産適用技術の開発 

 開発代表者：トヨタ自動車(株)  高橋 弥楊 

 共同開発者：トヨタ自動車(株)  竹内  瞭、仙谷昌太郎、木谷 拓真、 

                 古川  勇 

       三建産業(株)    下江 鈴夏 

 

☆開発技術名：省人化・カーボンニュートラルに貢献する差動ギアの 

鍛造・機械加工一貫ラインの開発 

開発代表者：大豊精機(株)    鈴木 敏孝 

共同開発者：(株)浅野歯車工作所 荒川紘一郎、豊田 真也 

      トヨタ自動車(株)  遠藤  剛 

大豊精機(株)    森田 康嗣、堀部 和剛、高橋 智正 

     今野  匡 
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☆開発技術名：アルミダイカスト 高出力ヒーターと環流を組合せた高効率 

コンパクト電気手元溶解保持炉の開発 

開発代表者：トヨタ自動車(株) 金井 正明 

共同開発者：トヨタ自動車(株) 丸山  亮、松岡  優 

      三建産業(株)   岸村  司、城  拓朗、廣岡 晃亮 

 

☆開発技術名：鋼板とのスポット溶接を可能としたダイカスト技術の開発 

開発代表者：(株)アーレスティ 立石 敦士 

共同開発者：(株)アーレスティ 阿久澤 功、近藤 吉輝、青山 俊三 

                酒井 信行 

 

☆開発技術名：電磁鋼板用高速冷却焼なまし炉の開発 

開発代表者：トヨタ紡織(株)  杉山 雅紀 

共同開発者：関東冶金工業(株) 髙橋 謙介 

 

☆開発技術名：自動車エンジンの鋳物製エキゾーストマニホールド向け 

オーステナイト系耐熱鋳鋼の開発と適用 

開発代表者：(株)プロテリアル 波戸 友徳 

共同開発者：(株)プロテリアル 北原 耕一 

 

☆開発技術名：半導体ひずみセンサーとソフトセンシング技術を活用した 

金型ヘルスケア支援システムの開発 

開発代表者：(株)ＹＧソリューションズ 金  秀英 

共同開発者：(株)ＹＧソリューションズ 佐野明日香 

 

⑤ 産業デザイン財団賞(３名) 

増永眼鏡(株)   代表取締役社長  増永宗大郎 

(株)アイシス   代表取締役会長  内藤 良彦 

七宝金型工業(株) 代表取締役社長  松岡 寛高 

 

（２）「第２回素形材産業経営賞」表彰の実施 

令和６年度に新たに創設した表彰制度で、優れた素形材企業経営により我が国素

形材産業における先進的な取り組みを実施した企業の経営者や担当者を表彰する

もので、令和７年度は審査の結果、次の７名を受賞対象とした。 

 

① 経済産業大臣賞(１名) 

受賞者：マツダ(株)           田中 裕一 

② 中小企業庁長官賞(１名) 

受賞者：(株)昭芝製作所         三原 寛人 
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③ 経済産業省製造産業局長賞(２名) 

受賞者：ニッシン・パーテクチュアル(株) 中村  稔 

受賞者：(株)オーテック         小川 大佑 

④ 一般財団法人素形材センター会長賞(３名) 

受賞者：(株)ダイヤメット        伊井  浩 

受賞者：(株)アイシス          内藤 良彦 

受賞者：(株)池田熱処理工業       池田 隆久 

 

（３）「第６３回素形材産業優良従業員表彰」の実施 

素形材に関する技術、技能又は事務処理が優秀であり、他の模範となる優れた従

業員として、次の３３名を表彰した。 

 

山 田 晃 稔  中日本炉工業(株) 

三 鬼 祥 司  中日本炉工業(株) 

柴 田   剛  中日本炉工業(株) 

小野田 吉 倫  中日本炉工業(株) 

村 田 宏 人  (株)東研サーモテック 

田 中 英 貴  日高工業(株) 

山 際 宏 昌  三洋金属熱錬工業(株) 

花 岡 和 孝  三洋金属熱錬工業(株) 

神 野 洋 彰  福島製鋼(株) 

安 藤 雅 俊  新東工業(株) 

黒 川 忠 臣  (株)友鉄マシン 

塔 本 昭 平  広島アルミニウム工業(株) 

阿 部 洋 人  (株)昭芝製作所 

増 谷 有 亮  富士電子工業(株) 

田 添 純 一  (株)アーレスティ熊本 

長 尾 英 則  (株)神戸製鋼所 

久 保 勝 晴  マツダ(株) 

落 合 宏 哉  桑名金属工業(株) 

齋 藤 和 幸  (株)オーネックス 

久保田 憲 一  三條金属(株) 

渡 邊 敏 行  三條金属(株) 

野 垣 和 夫  寿工業(株) 

戸 崎 善 雅  アイシン高丘(株) 

壷 内   渉  (株)木村鋳造所 

東   幸 生  (株)大同キャスティングス 

根 本 祐 次  日本アドバンスロール(株) 

西 山 利 夫  トヨタ自動車(株) 

滝 澤 裕 輔  (株)真岡製作所 
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菊 地 秀 明  (株)真岡製作所 

森 田 裕 一  リョービミツギ(株) 

山 本 達 司  住友電工焼結合金(株) 

中 村 和 也  (株)神戸製鋼所 

藤 原   進  ヨシワ工業(株) 
 

◎ 久保田長太郎賞 

藤 原   進  ヨシワ工業(株) 
 

◎ 西村 茂 賞 

西 山 利 夫  トヨタ自動車(株) 
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３．素形材交流促進事業 

 

素形材産業の振興を図るため、素形材団体間及び素形材ユーザー団体との交流

を促進することとし、以下の事業を実施した。 

 

（１）素形材関連団体交流の実施 

素形材に関する交流促進や普及啓発について議論し、実施する場として、２１の

素形材関連団体事務局が参加する「素形材団体交流委員会」を設置し、経済産業省

素形材産業室からの産業政策の紹介など事業の事業を行った。令和７年度は通常

開催を４回行ったほか、臨時開催としてオンライン会議を２回開催し、経済産業省

素形材産業室から最新施策に関する情報提供をいただいた。 

 

（２）素形材産業会長会の実施の調整 

素形材産業の最新動向や将来に向けた取組のあり方について各業界の垣根を超

えて情報共有、意見交換の場として「素形材産業会長会」が令和５年１２月５日に

令和元年１１月以来４年ぶりに開催した。本年度は次回に向けての調整を行った。 

素形材産業会長会は、経済産業省製造産業局幹部職員、素形材業界１６団体が参

加し、最近の政策動向、取引適正化の更なる推進、人材確保・育成、自動車のＥＶ

化など外部環境変化に伴う対応、ＧＸ、ＤＸを含む新たな技術導入や海外展開に向

けた課題等についての意見交換を行うもの。 

 

素形材産業会長会参加団体（１６団体：５０音順） 

鋳型ロール会、（一財）素形材センター、（一社）日本金型工業会、 

日本金属継手協会、（一社）日本金属熱処理工業会、 

（一社）日本金属プレス工業協会、（一社）日本工業炉協会、 

（一社）日本ダイカスト協会、日本ダイカストマシン工業会、 

（一社）日本鍛圧機械工業会、（一社）日本鍛造協会、（一社）日本鋳造協会、 

（一社）日本鋳鍛鋼会、（一社）日本バルブ工業会、日本粉末冶金工業会、 

（一社）日本マグネシウム協会 

 

 

（３）素形材ユーザー団体等との交流実施 

  素形材業界にとって自動車部品製造業界は、主要な取引先であると同時に、自動

車製造業との取引関係では同業者の立場にある。相互に抱える課題等について情

報交流を促進するため、(一社)日本自動車部品工業会との懇談会を開催した。 

   

 (一社)日本自動車部品工業会と素形材団体との懇談会 

   令和７年度 

日  時  令和７年７月２５日（金） 

    開催場所  機械振興会館６階６Ｄ－３会議室 
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  また、（一社）日本自動車部品工業会の主催する適正取引推進（サプライチェー

ン強化）に関する説明会の素形材団体及び傘下の会員企業への情報提供、自動車業

界の品質適正化（ＳＳＡ）活動に関する説明会を行った。 

 

（４）素形材産業の適正取引の推進と生産性・付加価値向上に向けた自主行動計画の

実施 

令和７年１１月、令和８年１月の下請法及び下請振興法改正法の施行を踏まえて、

経済産業省の「素形材産業取引ガイドライン」の改訂が行われた。 

素形材センターでは、ガイドラインの改訂内容を反映するため、素形材産業自主

行動計画参加団体の代表者で構成する検討委員会を開催し、参加団体間での意見交

換を経て、令和８年３月末、国のガイドラインの改訂内容を反映した素形材産業自

主行動計画の改訂を行った。 

 

自主行動計画参加団体（１１団体：５０音順） 

（一社）日本金型工業会、（一社）日本金属熱処理工業会、 

（一社）日本金属プレス工業協会、（一社）日本工業炉協会、 

（一社）日本ダイカスト協会、（一社）日本鍛圧機械工業会、 

（一社）日本鍛造協会、（一社）日本鋳造協会、（一社）日本鋳鍛鋼会、 

（一社）日本バルブ工業会、日本粉末冶金工業会 

 

（５）素形材産業における物流の適正化・生産性向上に向けた自主行動計画の実施 

トラックドライバーの長時間労働是正のための時間外労働の上限規制に端を発

したいわゆる「物流の２０２４年問題」に対応するため、素形材センターは、令和

５年８月、素形材業界の物流に係る自主行動計画を策定するため、参加予定団体の

代表者で構成する検討委員会を設置・開催し、参加予定団体間での意見交換を経て、

令和５年１２月、自主行動計画を策定した。 

令和７年度は、国の要請を踏まえたフォローアップを行った。 

 

自主行動計画参加団体（１０団体：５０音順） 

（一社）日本金型工業会、（一社）日本金属熱処理工業会、 

（一社）日本金属プレス工業協会、（一社）日本ダイカスト協会、 

（一社）日本鍛圧機械工業会、（一社）日本鍛造協会、（一社）日本鋳造協会、 

（一社）日本鋳鍛鋼会、（一社）日本バルブ工業会、日本粉末冶金工業会 
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４．素形材技術研究開発事業 

 

４－１ 成長型中小企業等研究開発支援事業 

 

（１）「カーボンニュートラルに貢献するトポロジー最適化構造を組込んだ高機能切

削工具用ツールホルダの開発」の実施（中部経済産業局）（３年計画の３年目） 

参加機関：ＴＫＥ（株）、（大）東海国立大学機構名古屋大学、あいち産業科学技

術総合センター 

 

中小企業に係る成長型中小企業等研究開発支援事業（中小企業政策推進事業費

補助金）の事業管理法人として、以下の技術開発事業を実施した。 

本事業は、加工点に対する最適な冷却構造、軽量かつ十分な剛性等最適なツール

ホルダを開発することにより、工作物の高品質化（高加工精度）、低コスト化（高

効率加工、不良率低減、工具の長寿命化）、環境性能の向上（切削液の使用量削減、

切屑の廃棄量削減等）に繋げる。流体解析による内部流路形状・噴射孔の最適化を

行うと共に、トポロジー最適化設計を組み込んだ軽量化設計を行い、革新的切削工

具用ツールホルダの開発を目的としている。 

令和７年度は、旋盤及びフライス加工用ツールホルダにおける最適なツールホ

ルダ内部水路の設計・製作では、内部管路の工夫により流量・流速の向上を検討し、

吐出口付近で水路径を絞る水路設計が最適であるとの結果を得た。冷却水吐出口の

位置が異なる３種類のモデルについて熱解析を実施した結果、形状の違いによる熱

ひずみ差は確認されず、水路形状は冷却液が加工点にどのように到達するかが重要

な因子であることが示唆された。また、切屑の長さ、インサートチップの工具摩耗

に関しては、３種類のうち逃げ面刃先へのみ供給タイプが最適で、当初目標値を 

１００％以上、上回った。結果、機械全体の消費電力に対して１７％程度の削減が

見込めると共に、切削条件による切屑の分断の範囲が広くなり幅広い加工条件(加

工速度、加工精度、加工面粗さ)の設定が可能となった。 

フライス加工用ツールホルダの軽量化設計では、解析ソフトを用いてトポロジ

ーを最適化した軽量化ホルダについて、振動振幅値を測定した結果、市販ホルダと

同等で使用に問題がないことを確認した。続いて負荷加工試験で加工能力と工具寿

命を評価した。加工能力は市販品ホルダと同等で、工具寿命はインサートチップの

摩耗量で比較した結果、軽量化ホルダの切削距離が３倍に伸びた。当初目標を達成

したうえに、切削時の主軸及び送りモータの消費電力は、１１％削減という大きな

成果を得た。 

積層造形パラメータの最適化及び造形品、加工物の特性評価では、Ｃｏフリーマ

ルエージング鋼と同等の機能を持つ輸出規制貨物の対象とならない新しい粉末に

対して、造形パラメータの最適化に取り組んだ。造形後の硬さでＨＲＣ４５程度、

時効処理後の硬さでＨＲＣ５２程度を目標とし、造形パラメータ開発にはプロセス

マップ手法を利用した。その結果、目標の９９.５％以上に対して９９.６％の相対

密度を達成した。また、試作品の特性を評価し、試作品の硬さは造形後でＨＲＣ４
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５程度、時効処理後はＨＲＣ５１程度となり目標を満足した。さらに元素分析や内

部水管の造形状態の観察等の結果、試作ホルダは長時間の連続加工後でも、市販ホ

ルダに比べて切削液が効果的に供給できているため、切り屑が小さく切断でき、表

面粗さの悪化が小さく、工具の長寿命化に成功し良好な加工状態を維持できた。 

 

（２）「次世代ＥＶ用ダブルヘリカルギヤを実現する温間複合鍛造システムの開発」

の実施（中部経済産業局）（３年計画の３年目） 

参加機関：（株）ＯＴＳ、（株）ノトアロイ、（大）東海国立大学機構岐阜大学 

 

中小企業に係る成長型中小企業等研究開発支援事業（中小企業政策推進事業費

補助金）の事業管理法人として、以下の技術開発事業を実施した。 

現在、自動車用の大形ヘリカルギヤは熱間鍛造された素形材から切削により製

品化されているが、ＥＶ化に伴ってミッション部分のコンパクト化が求められてい

る。本事業では、これらニーズを具現化するため、被加工材とその熱処理において

は従来の浸炭鋼＋浸炭処理ではなく炭素鋼＋高周波焼入れに変更することで母材

部分の鍛流線や結晶組織を有効に利用しながら強度向上を目指し、鍛造加工におい

てはダブルヘリカルギヤを効率よく加工する新しい歯形鍛造技術を構築する。その

ために上・下ダイセットベースに内蔵されている油圧シリンダーの圧力と流量を制

御しダイとパンチを上・下方向に強制的に作動させながら温間鍛造するシステムを

開発する。これらの成果をもとに、新しい特性を持った次世代ＥＶ用ダブルヘリカ

ルギヤを製作することにより、ＥＶ車用トランスミッションの小形・コンパクト化

を目的としている。 

令和７年度は、ヘリカルギヤの複合鍛造技術開発のうち複合鍛造型構造と加工

方法の開発では、昨年度までで歯先まで充足された製品を得られたので、更に精度

向上を目指し型構造や油圧制御を見直すことで、精度はかなり向上した。また鍛

造品重量の約１.７㎏に対して、製品重量約１.４㎏となり、材料歩留まり率は約８

２％で目標を達成した。また、有限要素解析による、金型キャビティ内充填のため

の熱間鍛造プロセスの最適化を解析的に検討した。 

ダブルヘリカルギヤ複合鍛造技術開発では、型構造上の問題もあり、多軸のプ

レス機械でのトライへ切替え、型構造を再構築することによって、昨年度と比べ

刃先が充足した製品を得ることができた。 

温間鍛造用低熱伝導率金型材の開発では、昨年度よりさらに改善された良好な

特性（硬さ、熱伝導率）を有する型材ができたので、金型を製作、鍛造試作を実施

し、熱伝導率の有効性を確認した。また、擬似空中加熱式熱間鍛造シミュレータを

用いた対流熱伝達特性評価結果を検討した。また、川下企業による外部評価では、

昨年度の製品を使用して、熱処理前後の寸法変化や熱処理特性を評価した。さらに

本年度のトライ品を使用して、昨年度のトライ品との比較・評価をした。寸法精度

のバラつきは改善され、今後は実用化に向けて、切削加工レベルの精度を目指して

いく。 
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（３）戦略的基盤技術高度化支援事業に関するフォローアップの実施 

中小企業に係る戦略的基盤技術高度化支援事業（中小企業経営支援等補助金）の

事業管理法人として支援し、これまでに終了した下記プロジェクトについて、事業

化報告書の提出、フォローアップ調査を実施した。 

・金型チューニングに関する熟達者知見のＡＩ化による機差・環境差推定の研究

開発（平成２９～令和元年度：東北経済産業局） 

 ・鋳鉄製品の不良低減と被削性を向上させるＩｏＴ／ＡＩキュポラ溶解制御シス

テムの開発（令和２年～４年度：中部経済産業局） 

 

４―２ 次世代材料技術研究開発事業 

 

（１）次世代材料技術研究開発事業に関する知財管理・文書管理等の実施 

ＲＩＭＣＯＦ技術研究組合（令和２年３月３１日解散、令和３年１月１３日

清算結了）より引き継いだ過去のＭＥＴＩ／ＮＥＤＯプロジェクトの知財管理・

文書管理等を実施した。 
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５．素形材産業に関する調査・研究事業 

 

（１）日本ダイカストマシン工業会事務委託の実施 

日本ダイカストマシン工業会の委託を受け、工業会の総会、理事会、委員会等の

運営に関する業務、業況等調査業務、技術セミナーの開催・次年度計画の検討、「中

小企業等経営強化法の経営力向上設備に係る生産性向上要件証明書」の発行業務、

国際規格（ＩＳＯ ２３０６３：高圧ダイカストマシンの安全要求事項）に対応し

た日本産業規格（ＪＩＳ）原案作成業務など事務局業務を実施した。 

 

① 総会 

〇第４９回通常総会 

日 時 令和７年５月２１日（水） 

場 所 機械振興会館 ５階 ５Ｓ－１号室 

出席者 正会員 ６社 ６名 賛助会員 ２社 ２名 

議 題 

令和６年度事業報告書（案）及び令和６年度収支決算書（案） 

令和７年度事業計画書（案）及び令和７年度収支予算書（案） 

任期満了に伴う役員の選任について（案）  

報告事項 

   ・令和７年度行事予定         

・第２４回技術セミナーについて 

・第５０回通常総会及び創立５０周年記念行事について 

 

② 理事会 

１) 第１回理事会 

日 時 令和７年４月２３日（水） 

場 所 機械振興会館 （一財）素形材センター会議室 

議 題 

令和６年度第２回理事会議事録（案）の確認 

令和６年度第３回理事会（書面審議）議事録（案）の確認 

第４９回通常総会の開催について 

第４９回通常総会の検討 

５０周年記念事業について 

令和７年度年間行事予定 

    業況調査に関する集計表作成方法の変更（案） 

    報告事項 

・令和７年新年賀詞交歓会収支報告 

・第２４回技術セミナーについて 

・ＪＩＳ規格の策定について 

・その他 
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２）第２回理事会 

 日 時 令和７年１１月２０日（木）  

場 所 機械振興会館（一財）素形材センター会議室 

議 題 

令和７年度第１回理事会議事録（案）の確認 

第５０回通常総会及び創立５０周年記念行事について（案） 

令和８年年間行事予定（案） 

令和８年新年賀詞交歓会開催について（案） 

報告事項 

・役員の交代の報告 

・令和７年度上半期収支報告 

・第４９回通常総会収支報告 

・第２４回技術セミナー開催報告 

・ＪＩＳ規格化について 

 

３）第３回理事会（書面審議） 

日 時 令和８年３月１９日（木）  

議 題 

「２０２６年ダイカストマシン概括的需要見通し（案）」について 

 

③ 新年賀詞交換会 

〇新年賀詞交歓会 

   日 時 令和８年１月２９日（木） 

場 所 芝パークホテル２階「ローズ」 

出席者 ２４名（来賓３名含む） 

 

④ 技術委員会 

技術セミナーの企画、実施のほか、工業会に関連する技術的な課題を検討した。 

第 1回委員会 令和７年 ４月 ３日（木）オンライン会議 

第２回委員会 令和７年 ６月２５日（水）オンライン会議 

第３回委員会 令和７年１０月 １日（水）オンライン会議 

第４回委員会 令和７年１２月１０日 （水） 機械振興会館(ハイブリッド会議） 

第５回委員会 令和８年 １月１４日（水）オンライン会議 

第６回委員会 令和８年 ２月１７日（火）オンライン会議 

 

⑤ 技術セミナー 

日 時 令和７年７月２５日（金） 

場 所 機械振興会館 ６階６６、６７号室 

テーマ ダイカスト製造と設備に係る最新技術 

参加者 受講者６４名、関係者２１名 
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⑥ 安全ガイドライン作業部会 

ＩＳＯ規格策定に関する検討、ＩＳＯ規格に対応した国内規格策定の準備業務

を実施した（作業部会の回数は前年度以降の開催回数）。 

第２０回安全ガイドライン作業部会 令和７年４月 ９日（水） 

第２１回安全ガイドライン作業部会 令和７年４月２４日（木） 

  第２２回安全ガイドライン作業部会 令和７年５月 ９日（金） 

第２３回安全ガイドライン作業部会 令和７年５月３０日（金） 

第２４回安全ガイドライン作業部会 令和７年６月１１日（水） 

第２５回安全ガイドライン作業部会 令和７年６月１７日（火） 

第２６回安全ガイドライン作業部会 令和７年６月２６日（木） 

第２７回安全ガイドライン作業部会 令和７年７月１０日（木） 

第２８回安全ガイドライン作業部会 令和７年８月 ８日（金） 

 

⑦ ＪＩＳ原案作成委員会（鋳造機械－高圧ダイカストマシンの安全要求事項） 

  第１回委員会 令和７年 ７月２２日（火）オンライン会議 

  第１回分科会 令和７年 ８月２１日（木）オンライン会議 

  第２回分科会 令和７年１０月 １日（水）オンライン会議 

  第３回分科会 令和７年１０月 ９日（木）オンライン会議 

  第４回分科会 令和７年１０月１７日（金）オンライン会議 

  第５回分科会 令和７年１０月２７日（月）オンライン会議 

第６回分科会 令和７年１２月１０日（水）機械振興会館(ハイブリッド会議） 

第２回委員会 令和８年 １月２１日（水）オンライン会議 

 

⑧ 調査統計委員会 

 ダイカストマシンの２０２６年の需要見通しを策定するため、調査統計委員

会で検討を行い、令和８年３月の理事会（書面）での承認を経て公表した。 

第１回委員会 令和８年２月５日（木）オンライン会議 

第２回委員会 令和８年３月３日（火）オンライン会議  

 

（２）イノベーション戦略策定事業のフォローアップの実施 

これまでに（一財）機械システム振興協会から受託した「イノベーション戦略策

定事業」について、終了した下記プロジェクトのフォローアップ調査（成果の普及

活動や成果を活用した事業化など）を実施した。 

・デジタルスペアのための設計・製造・運用技術に関する戦略策定（令和２年度） 

・プレス加工におけるデジタルトランスフォーメーションに関する戦略策定 

（令和３年度） 

・環境対応型新鋳鉄鋳造機械システムに関する戦略策定（令和４年度） 
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６．評議員会・理事会 

 

令和７年度は、評議員会を２回、理事会を３回開催し、①令和６年度事業報告及

び収支決算、②令和８年度事業計画及び収支予算、③第３１回素形材月間事業(記

念式典、素形材産業貢献表彰等)、等について審議・決定した。なお、本年度の評

議員会、理事会は、原則参集式開催とした（９月の第２回理事会はオンライン開催）。 

 

（１）評議員会の開催 

① 令和７年度第１回評議員会 

日 時  令和７年６月２４日(火) 

場 所  機械振興会館 ５階 ５Ｓ－１号室 

出席者  ８名 

議 題  １）令和６年度決算について 

     ２）役員（理事）の選任について 

     報告事項 

１）令和６年度事業報告について 

２）公益目的支出計画実施報告書について 

３）その他  

 

② 令和７年度第２回評議員会 

日 時  令和８年３月１８日（水） 

    場 所  機械振興会館 ５階 ５Ｓ－１号室 

出席者  ８名 

    議 題  １）基本財産取崩について 

         ２）評議員の選任について 

報告事項 

      １）令和８年度事業計画について 

      ２）令和８年度収支予算について 

         ３）その他 

 

（２）理事会の開催 

① 令和７年度第１回理事会 

日 時  令和７年６月４日(水) 

場 所  機械振興会館 ５階 ５Ｓ－１号室 

出席者  １４名 

議 題  １）令和６年度事業報告について 

２）令和６年度決算について 

３）公益目的支出計画実施報告書等について 

４）理事候補者の推薦について 

５）令和７年度第１回評議員会の開催について 
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６）内部規程の改正について 

報告事項 

１）職務執行状況報告について  

 

② 令和７年度第２回理事会 

日 時  令和７年９月２５日(木) 

場 所  素形材センター大会議室 オンライン会議 

出席者  １６名 

議 題  １）令和７年度素形材月間事業計画について 

２）令和７年度素形材産業貢献表彰について 

 報告事項 

１） 職務執行状況報告について 

 

③ 令和７年度第３回理事会 

日 時  令和８年３月１１日(水) 

場 所  機械振興会館 ５階 ５Ｓ－１号室 

出席者  １４名 

議 題  １）令和８年度事業計画について 

      ２）令和８年度収支予算について 

３）令和７年度第２回評議員会の開催について 

報告事項 

１） 職務執行状況報告について 

２） その他 

 

（３）評議員、理事及び監事の交代 

令和７年度は、次のとおり理事と評議員の交代があった。 

 

評議員の交代（令和８年３月１８日付） 

  退任 山浦 秀樹 (株)未来キャスティングホールディングス 

素材研究所 研究主幹 

  選任 岩永  徹 (株)未来キャスティングホールディングス 

                      代表取締役 執行役社長 CEO 

  

理事の交代（令和７年６月１８日付） 

   退任 慶島 浩二 トヨタ自動車(株) 素形材技術部技術企画室 主査 

     坂本 善尚 福田金属箔粉工業(株) 相談役 

     多田  修 (株)メタルアート 特別顧問 

    選任 谷口 清之 トヨタ自動車(株) 素形材技術部技術企画室 室長  

      佐野 恭司  福田金属箔粉工業(株) 取締役研究開発部長 

      南條 栄太郎 図南鍛工(株) 代表取締役社長 
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７．賛助会員の状況 

    

令和７年度末２２０社で状況は次のとおり。 

   特別賛助会員      １８社（入会 １社） 

   一般賛助会員     １０３社（入会 ３社 退会 １社） 

   協賛会員      ９９社（入会 ２社 退会 ３社） 
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８．評議員・役員・委員会委員等名簿 

 

（１）評議員 

評 議 員 青 木 朋 人  (一財)機械振興協会 常務理事 

岩 永    徹    (株)未来キャスティングホールディングス 

代表取締役 執行役社長 CEO 

大 下 政 司  (一社)日本自動車部品工業会 副会長専務理事 

        木 口 昭 二  近畿大学 名誉教授 

小 澤 純 夫  (一社)日本鉄鋼協会 専務理事 

杉 上 孝 二  (株)事業承継機構 会長 

張   惟 敦  (株)ＩＨＩ 技術開発本部 主席技監 

北 條 正 樹  近畿職業能力開発大学校  校長 

森   謙一郎  豊橋技術科学大学 名誉教授 
         

（２）理事 

会  長  小 脇 一 朗  (一財)素形材センター 

副 会 長  永 井   淳  新東工業(株)代表取締役 社長執行役員 

副会長専務理事  中 野    節  (一財)素形材センター 

理  事  岩 本 慎 一  (株)神戸製鋼所 素形材事業部門技術総括部長 

浦 上   彰  リョービ(株) 代表取締役社長 

岡 根 利 光  ものつくり大学 情報メカトロニクス学科教授  

木 村 寿 利  (株)木村鋳造所 代表取締役 

佐  野  恭  司    福田金属箔粉工業(株) 取締役研究開発部長 

佐々木 裕 一  三菱重工業(株) 総合研究所  

ファクトリーイノベーションセンター長 

佐 藤 幸 喜  (一社)日本航空宇宙工業会 常務理事 

清 水 一 道  函館工業高等専門学校 校長 

炭 谷 和 則  日本製鋼所Ｍ＆Ｅ(株) 事業推進室 副室長 

田 邊 重 之  ポーライト(株)  取締役 技術開発統括部長 

谷 口 清 之  トヨタ自動車(株)  

素形材技術部技術企画室 室長 

友 澤 健 一  中外炉工業(株) 商品開発部長 

南 條 栄太郎   図南鍛工(株) 代表取締役社長 

早 野 誠 治  (株)アスペクト 代表取締役 

平 澤 泰 介  (株)アマダ 板金技術開発本部 副本部長 

三 原 寛 人  (株)昭芝製作所 代表取締役社長 

森 岡 澄 雄  (株)クボタ エグゼクティブオフィサー 

産業機材事業部長 

      柳 本   潤  東京大学大学院 工学系研究科 教授 
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山 中 雅 仁  (株)ヤマナカゴーキン 代表取締役社長 

渡 邊 弘 子  富士電子工業(株) 代表取締役社長 

        

（３）監事 

監  事  松 野 建 一  (一財)先端加工機械技術振興協会 理事長 

      板 谷 憲 次  (一財)素形材センター 

 

（４）委員会 

（４－１）素形材団体交流委員会 

委 員 長  鈴 木 晴 光  (一社)日本鋳造協会 副会長・専務理事 

委  員  生 田 周 作  (一社)日本鍛圧機械工業会 専務理事 

同    石 原 浩 二  (一社)日本金属熱処理工業会 専務理事 

同    伊 藤 恒 之  (一社)日本ダイカスト協会 専務理事 

同    井 上 羊 子  (一社)粉体粉末冶金協会  常務理事兼事務局長 

同    井 村 隆 昭  (一社)日本塑性加工学会 事務局長 

同    太 田 大 介  (一社)日本鋳鍛鋼会 副会長・専務理事 

同    加 藤 健 次  (一社)日本工業炉協会 専務理事 

同    川 村 由 幸  鋳型ロール会 専務理事 

同    神 戸 洋 史  (公社)日本鋳造工学会 事務局長 

同    木 下 利 明  日本ダイカストマシン工業会 事務局長 

同    駒 井   浩   (一社)日本マグネシウム協会 専務理事 

同       澤 山 哲 也  日本粉末冶金工業会 専務理事 

同    高 田 和 幸  (一社)日本鍛造協会 専務理事 

同    寺 西 智 恵  日本木型工業会 事務局長 

同    豊 田 俊 介  (一社)日本熱処理技術協会 専務理事・事務局長 

同    中 里   栄  (一社)日本金型工業会 専務理事 

同    濱 崎 雅 幸  (一社)日本バルブ工業会 専務理事 

同    茨 田   学  (一社)日本金属プレス工業協会 専務理事 

同    松 川 英 之  日本金属継手協会 専務理事 

同    渡 邊   忍  (一社)型技術協会 事務局長 

 

（４－２）素形材編集委員会 

委 員 長  杉 上 孝 二  (株)事業承継機構 会長 

委  員   安 齋 正 博  元 芝浦工業大学 教授 

同    梅 澤 直 人  経済産業省製造産業局 素形材産業室 

企画調整係長 

同    金 内 良 夫  (一社)日本ダイカスト協会 技術部部長 

同    神 戸  洋 史  (公社)日本鋳造工学会 事務局長 

同    北 村 憲 彦  名古屋工業大学名誉教授 

同    小 林 能 直  東京科学大学 教授 
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同    清 水    透  東京電機大学大学院理工学研究科 

非常勤講師 

同    鈴 木  克 美  ものつくり大学名誉教授 

同    西    直 美  ものつくり大学名誉教授 

同    平 塚 貞 人  岩手大学理工学部理工学科 教授 

同    三 輪 謙 治  元 産業技術総合研究所 主幹研究員 

同      楊       明  東京都立大学大学院 

システムデザイン研究科 教授 

 

（４－３）素形材産業技術表彰委員会 

委 員 長  橋 本 久 義  政策研究大学院大学 名誉教授 

委員(顧問) 松 野 建 一  (一財)先端加工機械技術振興協会 理事長 

委  員   青 山 英 樹  慶應義塾大学名誉教授 

同    安 齋 正 博  元 芝浦工業大学 教授 

同    岡 根 利 光  ものつくり大学情報メカトロニクス学科 

教授 

同    川 崎   亮  東北大学名誉教授 

同    熊  井 真  次  東京科学大学名誉教授／特任教授 

同    桑 原 利 彦  東京農工大学工学府・工学部 

産学官連携研究員（名誉教授） 

同    小 林 能 直  東京科学大学 教授 

同    清 水   透  東京電機大学大学院理工学研究科 

非常勤講師 

同    平 塚 貞 人  岩手大学理工学部理工学科 教授 

同    前 川 佳 徳  元 大阪産業大学 教授 

同    三 輪 謙 治  元 産業技術総合研究所 主幹研究員 

同    森   謙一郎  豊橋技術科学大学名誉教授 

同    柳 本   潤  東京大学大学院工学系研究科 教授 

同      楊       明  東京都立大学大学院 

システムデザイン研究科 教授 

 

（４－４）素形材産業経営表彰委員会 

委 員 長  橋 本 久 義  政策研究大学院大学 名誉教授 

委  員   安 藤 史 江  南山大学経営学部 教授 

同    丹 下 英 明  法政大学経営大学院 

イノベーション・マネジメント研究科 教授 

同    弘 中 史 子  中京大学総合政策学部 教授 

同    三 神 万里子  ジャーナリスト／日本外国特派員協会会員 

日本文藝家協会会員 
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（４－５）素形材産業優良従業員表彰委員会 

委 員 長  茨 田   学   (一社)日本金属プレス工業協会 専務理事 

委  員  石 原 浩 二  (一社)日本金属熱処理工業会 専務理事 

同      伊 藤 恒 之  (一社)日本ダイカスト協会 専務理事 

同     太 田 大 介  (一社)日本鋳鍛鋼会 副会長・専務理事 

同       川 村 由 幸  鋳型ロール会 専務理事 

同    坂 本 克 己  日本金属継手協会 専務理事（～令和７年６月） 

同    松 川 英 之  日本金属継手協会 専務理事（令和７年７月～） 

同    澤 山 哲 也  日本粉末冶金工業会 専務理事 

同    鈴 木 晴 光  (一社)日本鋳造協会 副会長兼専務理事 

同    高 田 和 幸  (一社)日本鍛造協会 専務理事 

同    中 里   栄  (一社)日本金型工業会 専務理事 

同    濱 崎 雅 幸  (一社)日本バルブ工業会 専務理事 

 

（４－６）素形材技術研修委員会 

委 員 長  清 水 一 道  函館工業高等専門学校 校長 

委員(顧問) 木 口 昭 二  近畿大学 名誉教授 

委  員  井 村 隆 昭  (一社)日本塑性加工学会 事務局長 

同    岡 根 利 光  ものつくり大学 情報メカトロニクス学科 

教授 

同    鹿 毛 秀 彦  (有)日下レアメタル研究所 技術顧問 

同    兼 吉 高 宏  兵庫県立工業技術センター  

技術企画部 技術支援室 課長 

同    菅 野 利 猛  Casting Service 

同    神 戸 洋 史  (公社)日本鋳造工学会 事務局長 

同    小 林 良 紀  小林技術士事務所 所長 

同    頃 安 貞 利  帝京大学 理工学部 情報科学科 特任教授 

同    佐 藤 和 則  (公社)日本鋳造工学会 顧問 

       同    山 元 裕 二  (一社)日本鋳造協会 人材育成グループ 

グループリーダー 

同    鈴 木   太  (一社)日本鍛造協会 常務理事 

同    茨 田   学 (一社)日本金属プレス工業協会 専務理事 

同    前 田 安 郭  大同大学 工学部 機械工学科 教授 

同    山 田   聡  元(株)アイメタルテクノロジー 

同    渡 邉 一 彦  (一社)日本ダイカスト協会 技術部次長 
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（４－７）「カーボンニュートラルに貢献するトポロジー最適化構造を組込んだ高機

能切削工具用ツールホルダの開発」研究開発委員会 

委 員 長  天 谷 浩 一  ＴＫＥ(株) 顧問 

副委員長  小 橋   眞  (大)東海国立大学機構 名古屋大学 

大学院工学研究科 教授 

委  員  合 屋  純一  ＴＫＥ(株) 常務取締役 ＩＨ本部 本部長 

同    加 藤 正 樹  あいち産業科学技術総合センター 

三河繊維技術センター センター長 

同    原   宏 樹  (株)タンガロイ 技術本部 本部長 

同    千 田 治 光  オークマ(株) 取締役常務執行役員 

技術本部長 

同    須 部 俊 司  高雄工業(株) 常務執行役員 静岡事業所 

所長 

 

（４－８）「次世代ＥＶ用ダブルヘリカルギヤを実現する温間複合鍛造システムの開

発」研究開発委員会 

委 員 長  三 坂 高 央  (株)ＯＴＳ 執行役員 兼 製造本部 

本部長 

副委員長  安 藤 弘 行  (株)ＯＴＳ 製造本部 技術顧問 

委  員  向 出 保 仁  (株)ノトアロイ 技術部 課長 

同    吉 田 佳 典  (大)東海国立大学機構 岐阜大学 

工学部 教授 

同    中 島 将 木  (株)Ｎ－ＳＴＥＰ 代表取締役 

同    石 川 孝 司  名古屋大学 名誉教授 

同    柘 本 雅 一  (株)アイシン グループ調達本部  

調達生準推進部 グローバル調達技術室 

技術戦略推進グループ 

兼) グループ生産技術本部 素形材生技部 

先行開発室 主幹 
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９．令和７年度実施行事一覧 

  令和７年度(令和７年４月１日から令和８年３月３１日)に実施したセンターの

主な活動は以下のとおり。 

 
令和７年 ４月 １日 令和６年度中小企業政策推進事業費補助金（成長型中小

企業等研究開発支援事業）補助事業「カーボンニュート

ラルに貢献するトポロジー最適化構造を組込んだ高機能

切削工具用ツールホルダの開発」（中部経済産業局）実績

報告書、研究開発成果報告書提出 

   令和６年度中小企業政策推進事業費補助金（成長型中小

企業等研究開発支援事業）補助事業「次世代 EV用ダブル

へリカルギヤを実現する温間複合鍛造システムの開発」

（中部経済産業局）実績報告書、研究開発成果報告書提

出 

   令和７年度中小企業政策推進事業費補助金（成長型中小

企業等研究開発支援事業）補助事業「カーボンニュート

ラルに貢献するトポロジー最適化構造を組込んだ高機能

切削工具用ツールホルダの開発」（中部経済産業局）交付

決定 

   令和７年度中小企業政策推進事業費補助金（成長型中小

企業等研究開発支援事業）補助事業「次世代ＥＶ用ダブ

ルヘリカルギヤを実現する温間複合鍛造システムの開

発」（中部経済産業局）交付決定 

  ３日 日本ダイカストマシン工業会 

第１回技術委員会（web会議） 

  ９日 日本ダイカストマシン工業会 

第２０回安全ガイドライン作業部会（技術委員会） 

（web会議） 

  １１日 メルマガ素形材４３７号配信 

  ２０日 月刊情報誌「素形材」４月号発行 

特集「２０２４日本ダイカスト会議に見るダイカスト関

連最新技術」 

  ２３日 日本ダイカストマシン工業会 

第１回理事会 

  ２４日 日本ダイカストマシン工業会 

第２１回安全ガイドライン作業部会（技術委員会） 

（web会議） 

  ２５日 メルマガ素形材４３８号配信 

    

 ５月 ９日 メルマガ素形材臨時号配信 

     日本ダイカストマシン工業会 

第２２回安全ガイドライン作業部会（技術委員会） 

（web会議） 

  １６日   メルマガ素形材４３９号配信 

  ２０日 月刊情報誌「素形材」５月号発行 

特集「令和６年の素形材産業年報」 

  ２１日 日本ダイカストマシン工業会 

第４９回通常総会 
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  ２３日 メルマガ素形材臨時号配信 

  ２７日   監事監査 

  ３０日 メルマガ素形材４４０号配信 

   日本ダイカストマシン工業会 

第２３回安全ガイドライン作業部会（技術委員会） 

（web会議） 

    

 ６月 ４日 第１回理事会 

  ５日 第１回素形材編集委員会（web会議） 

５日 

（１２日、１９日) 

素形材技術研修講座「球状黒鉛鋳鉄(含む CV黒鉛鋳鉄)の

生産技術」３日間（２日間:web研修講座、１日間:集合型

研修講座、工場見学） 

６日 第１回素形材産業優良従業員表彰委員会 

 第１回素形材団体交流委員会 

１１日 日本ダイカストマシン工業会 

第２４回安全ガイドライン作業部会（技術委員会）  

（web会議） 

１３日 メルマガ素形材４４１号配信 

  １６日 第１回素形材産業技術表彰委員会（web会議） 

  １７日 日本ダイカストマシン工業会 

第２５回安全ガイドライン作業部会（技術委員会）  

（web会議） 

  ２０日  月刊誌「素形材」６月号発行 

特集「カーボンニュートラル社会における鍛造技術」 

   メルマガ素形材臨時号配信 

   令和７年度中小企業政策推進事業費補助金（成長型中小

企業等研究開発支援事業）補助事業「カーボンニュート

ラルに貢献するトポロジー最適化構造を組込んだ高機能

切削工具用ツールホルダの開発」第１回研究開発委員会

（web会議） 

  ２３日 令和７年度中小企業政策推進事業費補助金（成長型中小

企業等研究開発支援事業）補助事業「次世代ＥＶ用ダブ

ルヘリカルギヤを実現する温間複合鍛造システムの開

発」第１回研究開発委員会（web会議） 

  ２４日 第１回評議員会 

  ２５日 素形材経営セミナー（webセミナー） 

素形材産業を取り巻く経営環境変化への対応 2025 素形

材産業ビジョンの解説と、挑戦する企業の取組事例 

   日本ダイカストマシン工業会 

第２回技術委員会（web会議） 

  ２６日 日本ダイカストマシン工業会 

第２６回安全ガイドライン作業部会（技術委員会）  

（web会議） 

  ２７日 メルマガ素形材４４２号配信 

    

 ７月 ４日 素形材技術セミナー（webセミナー） 

「役に立つ！！鋳鉄品の品質管理と品質保証 

―不良品対策をする前に知っておくべきこと―」 
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８日 

（１５日、２２日、２３日） 

素形材技術研修講座「鋳鉄の基礎と応用」４日間（３日

間:web研修講座、１日間:工場見学） 

  １０日 日本ダイカストマシン工業会 

第２７回安全ガイドライン作業部会(技術委員会)  

（web会議） 

  １１日 メルマガ素形材４４３号配信 

 １１日 

(１６日) 

素形材技術研修講座「消失模型鋳造法」２日間（１日

間:web研修講座、１日間:集合型研修講座、工場見学） 

 １６日 第２回素形材産業技術表彰委員会（web会議） 

 ２０日 月刊誌「素形材」７月号発行 

特集「熱処理におけるカーボンニュートラルへの取組み」 

 ２２日 日本ダイカストマシン工業会 

第１回 JIS原案作成委員会 

２３日 第１回素形材産業経営表彰委員会（web会議） 

２５日 日本自動車部品工業会と素形材団体との懇談会 

（ハイブリット会議） 

 日本ダイカストマシン工業会 

第２４回技術セミナー 

   メルマガ素形材４４４号配信 

    

 ８月 ７日 第２回素形材産業経営表彰委員会（web会議） 

  ８日 第３回素形材産業技術表彰委員会（web会議） 

   メルマガ素形材臨時号配信 

   日本ダイカストマシン工業会 

第２８回安全ガイドライン作業部会（技術委員会）  

（web会議） 

  ２０日 臨時 素形材団体交流委員会（web会議） 

   月刊誌「素形材」８月号発行 

特集「素形材に付加価値をつける工作機械／技術」 

  ２１日 日本ダイカストマシン工業会 

第１回 JIS原案作成委員会 分科会 

  ２２日 メルマガ素形材４４５号配信 

 ２２日    

（～９月２日） 
素形材産業技術賞現地審査(９テーマ) 

２８日 

（９月４日、１２日） 

素形材技術研修講座「軽合金鋳物の生産技術」 

３日間（２日間:web研修講座、１日間:集合型研修講座、

工場見学） 

    

 ９月 ３日 第３回素形材産業経営表彰委員会（ハイブリッド会議） 

  ８日 メルマガ素形材４４６号配信 

  ９日 第４回素形材産業技術表彰委員会（ハイブリッド会議） 

 １６日 第２回素形材産業優良従業員表彰委員会 

  第２回素形材団体交流委員会 

 ２０日 月刊誌「素形材」９月号発行 

特集「鋳造業の新たなるビジネス展開」 

  ２５日 第２回理事会（web会議） 

  ２６日 メルマガ素形材４４７号配信 
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 １０月 １日 日本ダイカストマシン工業会 

第３回技術委員会(web会議) 

   日本ダイカストマシン工業会 

第２回 JIS原案作成委員会 分科会（web会議） 

  ２日 第１回素形材技術研修委員会（web会議） 

  ９日 臨時素形材団体交流委員会（web会議） 

   日本ダイカストマシン工業会 

第３回 JIS原案作成委員会 分科会（web会議） 

１０日 メルマガ素形材４４８号配信 

  １４日 第２回素形材編集委員会 

 １６日 

（２３日、３０日） 

素形材技術研修講座「鋳型の生産技術」（２日間 web研修

講座、１日間工場見学） 

  １７日 メルマガ素形材臨時号配信 

   日本ダイカストマシン工業会 

第４回 JIS原案作成委員会 分科会（web会議） 

  ２０日 月刊誌「素形材」１０月号発行 

特集「素形材企業が実践する人材確保の現状と展望」 

  ２２日 素形材技術セミナー（webセミナー） 

「もう一度学ぶ！！ 材料力学基礎」 

  ２４日 メルマガ素形材４４９号配信 

  ２７日 日本ダイカストマシン工業会 

第５回 JIS原案作成委員会 分科会（web会議） 

    

 １１月 ７日 第３１回素形材月間記念式典 

   メルマガ素形材４５０号配信 

 １１日 

（～２８日) 
経済産業省本館ロビー展示（技術賞、経営賞） 

１３日 

(１９日、２７日、１２月２日) 

素形材技術研修講座「鋳鉄の鋳造方案技術」 

（３日間 web研修講座、１日間工場見学） 

  ２０日 月刊誌「素形材」１１月号発行 

特集「大学・公設研における最新の金型技術開発」 

   日本ダイカストマシン工業会 

第２回理事会 

  ２１日 メルマガ素形材４５１号配信 

  ２８日 メルマガ素形材臨時号配信 

    素形材年鑑（令和６年版）発行 

    

 １２月  ４日 素形材技術セミナー（webセミナー） 

「鋳鉄品の鋳造欠陥現象の原因追求とその対策」 

  ５日 第３回素形材団体交流委員会 

  １０日 日本ダイカストマシン工業会 

第４回技術委員会（ハイブリット会議） 

   日本ダイカストマシン工業会 

第６回 JIS原案作成委員会 分科会（ハイブリット会議） 

  １１日 素形材経営セミナー（webセミナー） 

「素形材産業のデジタル技術活用による価値創出 素形

材企業の DXへの選択肢」 

  １２日 メルマガ素形材４５２号配信 
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  １８日 日本自動車部品工業会による SSA活動説明会 

（web会議） 

  １９日 メルマガ素形材臨時号配信 

  ２０日 月刊情報誌「素形材」１２月号発行 

特集「素形材月間報告」 

    

 １月 １４日 令和７年度中小企業政策推進事業費補助金（成長型中小

企業等研究開発支援事業）補助事業「次世代ＥＶ用ダブ

ルヘリカルギヤを実現する温間複合鍛造システムの開

発」第２回研究開発委員会（web会議） 

   令和７年度中小企業政策推進事業費補助金（成長型中小

企業等研究開発支援事業）補助事業「カーボンニュート

ラルに貢献するトポロジー最適化構造を組込んだ高機能

切削工具用ツールホルダの開発」第２回研究開発委員会

（web会議） 

   日本ダイカストマシン工業会 

第５回技術委員会（web会議） 

  １６日 メルマガ素形材４５３号配信 

  ２０日 月刊情報誌「素形材」１月号発行 

特集「わが社の素形材新技術/新商品」 

  ２１日 日本ダイカストマシン工業会   

第２回 JIS原案作成委員会 

２２日 

（２７日、２月５日、１２日) 

素形材技術研修講座「鋳鉄の生産技術」 

（３日間:web 研修講座、１日間:集合型研修講座、工場

見学） 

  ２９日 日本ダイカストマシン工業会   

令和８年新年賀詞交歓会 

  ３０日 素形材技術セミナー（集合型セミナー） 

「鋳造欠陥における「新なぜなぜ分析手法」と実際の現

場での活用事例の演習」 

    

 ２月 ２日 メルマガ素形材臨時号配信 

  ３日 第３回素形材編集委員会 

  ５日 日本ダイカストマシン工業会 

第１回調査統計委員会（web会議） 

  ６日 メルマガ素形材４５４号配信 

  １７日 日本ダイカストマシン工業会 

第６回技術委員会（web会議） 

  １８日   第２回素形材技術研修委員会（web会議） 

１９日 第５回素形材産業技術表彰委員会 

２０日 第４回素形材産業経営表彰委員会（web会議） 

 月刊誌「素形材」２月号発行 

特集「自動車の電動化で素形材はどう変わる(Ⅱ)」 

 メルマガ素形材４５５号配信 
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２５日 令和７年度中小企業政策推進事業費補助金（成長型中小

企業等研究開発支援事業）補助事業「カーボンニュート

ラルに貢献するトポロジー最適化構造を組込んだ高機能

切削工具用ツールホルダの開発」第３回研究開発委員会

（web会議） 

   素形材技術セミナー（webセミナー） 

「成功事例から学ぶ「中小製造業の DXの進め方」金属プ

レス加工のデジタルトランスフォーメーション（DX）・第

４弾」 

 

 ２６日 

（３月４日、１２日） 

素形材技術研修講座（web研修講座） 

「最新のアルミニウムダイカストの生産技術」 

   

 ３月 ２日 令和７年度中小企業政策推進事業費補助金（成長型中小

企業等研究開発支援事業）補助事業「次世代ＥＶ用ダブ

ルヘリカルギヤを実現する温間複合鍛造システムの開

発」第３回研究開発委員会（web会議） 

  ３日 日本ダイカストマシン工業会 

第２回調査統計委員会（web会議） 

６日 第４回素形材団体交流委員会 

 メルマガ素形材４５６号配信 

  １１日 第３回理事会 

  １８日 第２回評議員会 

   令和８年度素形材産業技術賞の募集開始 

   令和８年度素形材産業経営賞の募集開始 

  ２０日 月刊情報誌「素形材」３月号発行 

特集「積層造形の素形材への展開」 

  ２３日 メルマガ素形材４５７号配信 

    

事業報告の内容を補足する重要な事項はないため、事業報告の附属明細書は作成

していない。 

 

 （参 考） 

 令和８年３月２３日 機械振興会館内で事務所を移転 

（３階３０１号室 → １階１０２－２号室） 
 

 


